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地下がら出火したダクト火災で 9稽d イ得窒で ふ;、日象が徒三した。

紙製空調ダクトがダクトスペース内で出火し延焼したため，当概ダクトから横引きダクトに至る部分に，

火ダ/バーが設 i ♂れていなかった 9給ぶ務室ダク卜吹き出し口かんー駿イ七炭ぷを含んだ燃焼生成

スが吹き出し，一丹哲也炭素の爆発範聞に達した段階℃、ダクトを延焼Lてきた火炎により爆燃現象をおこ

した。

義準可ぷ日の建7りjυJピJレ火災では，こ j役険性会i了。平!ずる Jで，讐ltJlliげの注意削終起したL

We experimented on the fire risks of paperbord air-conditioning ducts. If there is no fire damper 

the 川口促tions vertic対 andhorizontal ducts. smok巴品ining comesひ ofair outlcts into 

rooms. If there is any ignition source. explosive combustion occurs. We studied this phenomenon. 

じ

本火災は，地下 3階ラ地上10階の事務所ビルの，

クトス e¥ース内にぷ置された紙製空1Iグトの

地下 2階部分から出火して，ダクトスペース内を

上階に延焼していき，当該ダクトの分岐点に防火

ンパーが設置されていなかった 9階不燃ささ内で

爆燃現象が生じた火災である O

この恋物;立，昭和祁年 8月に建築されたもので

り，議認夜準法j滅的行第1295長の2第1類総G号(ダ

クトの不燃化)の改正以前の建物で，ダクトの材

のま紙授のものでiらみe この紙製空喜劇〆ケトが未

だに使約ぢれている縫物でタ。グト火災となった場

合は，本件のように，火元とかけ離れた場所で爆

燃現象がぶこる危険性があるのでこニでの概

要を報二?るととむに，事普紡溺て?注意吟暗記した

し〉。

2 総議長ダク卜の系統図

本建物は，多くの事務所が混在している貸ヒリレ

で，消防法漉行令可第 Iのけら)項のものであ

る。

官二i 防聖書

(9) 

開法どなった〆ツトはなよから私;ふされた

気を地下 3階の給気装置により加圧され，当該ダ

クトを涌じて各階へ送風するもので，図 1に示し
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本は爆燃現象を起こした居室(囲2の骨)専用で，

もう l本の機ダクトは 3つの居室にさらに分骸さ

れている。

もう l系統の縦ダクトは，大部屋(図 2のA)

へ3つに分岐され 9階へは合計 7つの吹き出し

口がある(各階とも，ほぽ同じ位置)。

(1) 本火災の延焼した範圏は，地下 3暗から地

上10憎までの約38mの紙製空穂ダクトがほと

んど燃焼している。

各階の燃焼状況は，防火ダンパーが設置さ

れていない 3，4， 7， 8及び9陪の天井(上

階ほど燃携が激しい)並びに 7，8及ぴ9階

4.爆燃現象の原因

たような系統となっている(1階以下の階は別系

統〔図は略〕のダクトが毘管されている)。

出火当日は，日曜日でダクトスペース内の震気

工事をしており，給気装置は運転されていなかっ

す事

J~O 

ごのうち 5，6及び最上階の10暗には，テナ

ン卜が入れ替わった時点に縦ダクトと横引きダク

トの分岐点に防火ダンパーが殻置され，本火災時

に有効に作動し，当該階への延焼を完全に防いで

いた。

ダクト本体の材質を分析したところ，紙{ダン

ボール紙)にゴム系粘着剤の付著したアルミニウ

ムテープを巻いたものである。

この紙製ダクトを，ガラス繊維の断熱材で保混
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9階のダク卜系統図及び簡易間仕切り壁の湾曲状況

にあっては天井の他に事務室内が燃えており，

これらが延焼して床面積として計上されてお

り，部分焼の火災である。

9階の一部の事務室が爆燃現象を起こして

いるが，その事務室(翻 2の骨)は，天井が

若干くん焼している程度で，同階の他の事務

室(図 2のA)ほどには燃焼していない。

これは，爆発下限界近くで爆強しているこ

とを裏付けている o

図2の轡の事務室が爆燃現象を起こすため

には.可燃性ガスが蓄積され，爆発範盟主達

し，何等かの火源が必要である。

(2) 本火災で燃焼した物質のうち，可燃性ガス

(10) 

図 2

9階のダク卜系統図

爆燃現象を起こした 9階のダクト系統図及び爆

燃による簡易間仕切り壁の湾曲状況を図 2に示す。

2系統でダクトスペースを立ち上がってきたダ

クトは，各階で横引きされ 9階へは図 2に示す

ように系統の縦ダクトは 2本に分岐され，

したものをダクトスペースの縦穴区画内で立ち上

がらせ各階への横引きダクトへ続いているo そし

て，その横引きダクトは.防火ダンパーを設置す

べき部分に，熱硬化性樹脂を含有されて固めたガ

ラス繊維で断熱している構造のものを貫通させて

3. 

いる。



を発殺するものは種々あるが，出火場所から

爆燃を起こした事務室までの系統を考えると，

多援ぷ紙製~i.r~ ダクトが f代後して可燃性ガス

したと法まえることか勾醤妥燃え弘、ことで

ある。

ぞこで，紙幣税調グ、ヅトそ撚焼3札生成

したガスを採取，そ足分をガスクワマ卜

グラフにより測定したところ，一酸化炭素及

ひ三絞化炭ぷが検出さ

りうち，可燃性ガ久は，一酸況炭素であ

る。

12.5~.74%1) で

ある乙とから，場の絡を(約28m')に最底

3.500 e (常圧で換算)の一酸化炭素が蓄積さ

れ事そこに的;浮かの火燃が存在したとき，爆

燃現象を起己す。なお，爆発限界の下限近く

では，ガス撃が少ないので瞬間的に爆燃し，

炎はその後，継続するにとほ少ないが，上限

に近いと継続時間が長く，一般的に言う「フ

ラッシュオーパー」現象となる。(参考までに

主な可燃性ガ;えの爆発限界及び比を表訟に

示す。)

主なガスの爆発鶴弊及び此幾

名| 爆発限界|比
〈空気中 Vo %) 

…一一
12.5~74.0 

4. O~ 75.0 

5.0~ .0 .555 

3.0~ 12.4 1. 049 

2..0~ .550 

ン .906 

A 7.7~ 14.3 0.66 

号 2.2." .5 52 

一
A 1. 9~ 8.5 1. 24 

(3) に関してゆ，紙鍛主務ダク

卜のみが燃焼した場合の一酸化炭素の発生単

について考えることと

gの紙そ28000C，~包気気流中で自由燃焼

させた場合， 0.135gの一酸化炭素が発生する

3 で， 3. の するの

必要な紙のほは，気滋27"C，1気京と仮定

て計算すると，ボイル・シヤ/レルの法則から，

22目 4-:- ==X-:-

X = 62 ( e ) 

すなわち，気温2アC， 1気圧の時の一酸化

lモ/川ム 24.62 であるので警一酸化成

d ぺ500e は. J42モル .980g) である。

従って， 29.500gとなるので，約29.5kgの紙

が燃焼すればよいことになる。

(4) 地下 3猶から地上10猶までの紙総ダク卜，

直径が大小様々であるが単純に総重放を1m

りに平均一?と〉と約切であっ

(51 階のダク卜吹き出し口は 7口あり，その

すべてに同一の圧力がかかり同ーのさ誌の可燃

スが吹き出していたと仮定した場合，

の居室に3.500eの一酸化炭素が蓄積するに

は 9階に少なくとも， 24，500 eの一酸化炭

議が流入しなければなら公い。

従って，これだけの盤の一酸化炭素を発生

させるのに必要な紙の豊を計算すると， 206.5

叩ち 14 の紙秘扱議タぜクトが燃焼す

必要があり，実際には，約38mの紙製空調ダク

トが燃焼したの

こに，その後ダクトそ延焼してきた火炎

が当該居住内のダクト吹き出し口から吹き出

し，点火源となり，爆燃現象を起としたこ

る。

この場合 9階で 1つの居室が爆燃現象を

とし，向 階の他の同室が爆燃現象を起こ

していないのは，当蕊居室の体積が一番IJ¥

く，かつ吹き出し口が専用となっているため，

燃焼生成ガスが蓄積し務い条件 ωであり，ダ

トを延焼てきた火炎が一番最初に吹き出し

てくる位置に当該居室があったためである o

た，暖かしミ燃焼笠成ガスは，総次上階

蓄積されるが，この濯物の豊島 j二階である

階では，防火ダンパーが有効に作動したため

の流入を目与し、でいたが鳴その

下誌である寝泊には，妨火ダン/、:ーがなかっ

たので，流入し一酸化炭素が蓄積していった。

91務と問ーの間取り及びダクト配置

伝っている 8階では，⑧の真下に当たる居室

が，若干爆燃現象を景した状況を示していた。

(創 出火当時，常務機黙は運転されていなか

)
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たので，不完全燃焼による一酸化炭素の発生

霊は，紙 19当り.0.135gよりも多く発生して

いたと思援され，その反菌，同一の発生量を

得るのに必要なダクトの長さは.14. 75mより

も少なくて済むことになる。

5.まとめ

紙製空調ダクトが何等かの原因によりダクト

スペース内で燃焼し，それが延携していった場

合で当舷ダクトから，横引きダクトに至る部分

に防火ダンパーがない(あっても，有効に作動

しない婿合も同じ)ならば，居室内のダクト吹

き出し口から可燃性ガスである一酸化炭素を含

んだ燃焼生成ガスが吹き出し.一酸化炭素の爆

発線画に遺する震が蓄積された段階で，何等か

の火源が存在すれば，爆燃現象を起こす可能性

がある。

この危険性がある建築物は，建築基準法施行

令の基準時(※)以前の建築物である。

※基準時

ア昭和39年 1月15日:11階以上又は3.000

m'以上

イ 昭和44年 5月1日:3階以上，地階に居

室を有するもの又は3，OOOm'以上

6.おわりに

(1) 本火災では，紙以外にも燃焼した可燃物が

(12) 

あり，火災時に発生したガスは，一酸化炭素，

二酸化炭棄の他にも多種類の成分が発生して

いたとどが予想される。

(2) 爆燃現象を起こした居室の窓は，アルミ

サッシであったが，空気の自然換気はあるも

のと思量されるが，全くないものとして計算

した。

(3) これらの種々の条件を排除して，得られた

当童書居室の体積と紙製ダクトの量との関係に

おげる理論上の値である。

(4) 基準時以前の建物で.未だに紙製空調ダク

トを使用している建物がダクト火災になった

場合には，上階で爆燃現象が起こる可能性が

充分あるので，響防箆では，充分注意して行

動して貰いたい。

(5) 最後に，本爆燃現象について御協力をいた

だいた，京橋消防署の署員(予防課)の方に

感謝の意を表します。
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